
令和 8度 谷中小学校 校内研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷中小学校 教育目標 

◎よく考えくふうする子（今年度重点目標）    〇明るく健康な子   〇思いやりをもち人の役に立つ子 

〈研究主題〉 

すすんで学びを深める児童の育成 

～学びを深める指導の工夫～ 

児童の実態 

〇自らすすんで学ぶことができる。 

〇仲間と協力して活動ができる。 

〇自分の思いを表現する力が育ってきている。 

△学びを深める姿に課題がある。 

目指す児童像 

◇課題解決に向けて見通しをもち、仲間と協力

しながら粘り強く取り組む児童 

◇他者との交流を通して、自分の考えを見直

し、広げ、深める児童 

◇自身の経験やスキルを活かして主体的に活動

する児童 

 

 

 

＜概念形成＞ 

・中心となる概念の具体化 

・そこに至る知識の 

道筋づくり 

＜対話的な学び＞ 

・対象物と向き合う場 

・他の人と向き合う場 

・自分自身と向き合う場 

＜学習の質を高める工夫＞ 

・教師の支援 

「聞く、助ける、任せる、見守る、褒める」 

・ICT・思考ツールの活用 

・振り返り 

手立て     学びを深める指導の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜体験活動＞ 

・繰り返し関われ

る活動 

・インパクトのあ

る体験 

 

＜学習課題＞ 

・興味関心を引き出す

課題設定 

・実際に見て調べ「分

かる楽しさ」を実感

できるもの 

＜学習環境＞ 

・グループ編成 

・道具の準備 

・席の配置 

・ワークシート 

・既習事項の掲示等 

＜単元計画＞ 

・児童が計画・修正できる構

成 

・選択できる課題設定 

・既習事項や経験を生かせる 

 

児童がすすんで学べる場づくり 

研究の方向性 

学校全体で、持続可能な各学年の単元計画作成と「学びを深める姿」のイメージを共有する 


